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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本の官庁統計を活用して、地理情報システム（GIS）の利用を前提とした地理
学的研究を行うセンサス地理学を確立し、様々な地理学的研究の可能性を検討した。まず、オープンデータとして提供
された2010年国勢調査の小地域統計などを即座にGIS化するシステムを構築した。そして、空間的マイクロシミュレー
ションによる小地域データの復原、外国人の居住地選択などの地理学的分析を行った。
また、主に、2010年国勢調査に基づいて構築された、町丁目レベルでの地区類型であるジオデモグラフィクスを用いて
、マーケティング研究での利用だけでなく、地域格差、健康、教育、犯罪などの公的部門での研究の可能性を追求した
。

研究成果の概要（英文）： The aim of this research is to develop GIS-enabled Japanese census geography and 
promote its applied research. Using the 2010 Population Census of Japan, which has been provided as open 
data, we created the GIS ready census database of Japan. We can easily draw census maps (social atlas) at 
any spatial units using this database. We used the GIS database to apply spatial analysis and spatial 
microsimulation models for estimating small area data, illustrating the segregated spatial patterns of 
foreigners’ residential location, and predicting the spatial pattern of university students’ residence 
following a campus relocation.
 Moreover we supported the construction of a commercial geodemographic product, Mosaic Japan 2010, and 
conducted applied research using this geodemographic product for marketing as well as in public sectors: 
education, crime, health and social deprivation.

研究分野： 人文地理学、地理情報科学
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１．研究開始当初の背景 
 1980 年代後半に欧米で起こった地理情報
システム（GIS）革命は、コンピュータで地
図を効率よく描画するといった単なる新た
な情報ツールの導入だけでなく、伝統的な地
理学の研究方法や研究対象そのものを変化
させてきた。そして、1990 年代中葉には、地
理学を中心として、地図を扱う関連学問分野
を巻き込んで、地理情報科学という新しい学
問分野が形成された（Goodchild, 1992）。 
 地理情報科学は、位置情報を含んだ地理空
間情報である「データ」を、付加的な価値を
もった「情報」に変え、それを分析すること
によって、新たな「知識」を創造することが
期待されている（Longley et al., 2010）。 
 欧米では国勢調査の実施において、多くの
地理学者がその企画段階から参画し、官庁統
計利用に関する様々な利用方法が開示され、
センサス情報が活発に地理学的研究に活用
されている。わが国では、前述のように新た
な官庁統計データベースが多数出現してい
るにもかかわらず、未だ十分にそれらが地理
学的研究に活用されているとは言いがたい。
そこで、欧米のセンサス地理学研究をフォロ
ーアップするとともに、国際的な比較・共同
研究、さらには日本固有のセンサス地理学の
発展を推進する必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本の国勢調査を代表と

する官庁統計を活用して、地理情報システム
（GIS）の利用を前提とした地理学的研究を
行うセンサス地理学を確立し、様々な地理学
的研究の可能性を検討することである。GIS
の先進国である英米では、国勢調査のデータ
を地理学的研究に活用するためのセンサス
地理学に関する様々なテキストやハンドブ
ックが出版されている。それらは単に、政府
から提供されるデータの紹介だけでなく、
GIS を用いた分析手法の開発や、それらの課
題や問題点を指摘し、さらには、官庁統計デ
ータを加工することによって、新たな価値を
加えた地理情報を創出している。本研究は、
英米のセンサス地理学をフォローすると同
時に、日本の GIS や官庁統計の特徴を勘案し
ながら、日本独自のセンサス地理学の基礎を
構築する。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、（１）1990 年国勢調査から、
2010 年国勢調査、2012 年経済センサスまで
の日本の官庁統計の小地域統計・地域メッシ
ュ統計をGISで即座に利用できる形で蓄積し、
それを利活用するための課題や問題点を明
らかにする。そして、（２）それらの膨大な
GIS データを利用することによって初めて可
能となる地理学的研究（ジオデモグラフィク
ス研究など）を実施する。 
 本研究は、基本的に、以下の 3つのテーマ
を毎年進め、最終的に、日本版センサス地理

学の確立と、ジオデモグラフィクスの構築、
そしてさらに、それを用いた地理学的研究を
実践する。 
①日本版センサス地理学の確立：英米のセン
サス地理学、ジオデモグラフィクス、それを
用いた地理学的研究のレビュー、日本の官庁
統計データベースの情報収集と変換・加工プ
ログラムの開発。 
②日本の無償ジオデモグラフィクスの構
築：英国 OAC（英国センサス局が地理学者と
共同で開発したジオデモグラフィクス）の日
本版の開発。   
③官庁統計の小地域統計を用いた地理学的
研究の実践： エスニック・マイノリティ研
究、名前分析、可視化、国際比較、マーケテ
ィングなどの実践。 
 
４．研究成果 
 2012 年度は、2010 年国勢調査の全国の小
地域統計が2012年11月に総務省統計局のHP
からリリースされたので、それらをすべてダ
ウンロードし、2010 年国勢調査の町丁・字等
集計での GIS データを構築した。市区町村集
計に関しても一定整理し、市区町村、町丁・
字等の空間単位での、社会地図を作成した。 
また、かかる小地域統計を用いて、日本版ジ
オデモグラフィクス（英国の OAC に対応する
もの）を作成できるように、2010 年国勢調査
小地域統計のデータベース加工システムを
構築した。また、試験的に日本版ジオデモグ
ラフィクスを構築した。また、表章項目が限
定される小地域統計レベルでの統計データ
を推計する、空間的マイクロシミュレーショ
ン手法を開発した。 
 2013 年度は、2012 年度に構築した、2010
年国勢調査の全国の小地域統計に基づいて、
英国 Liverpool 大学の Alex Singleton 博士
と Chris Brunsdon 教授らとともに、R-GIS を
用いて、Census Atlas Japan を作成し、Web
で公開した http://www.alex-singleton.com 
/r/2013/09/15/census-atlas-japan/）。その
成果の一部は、地理情報システム学会や韓国
GIS 学会などで発表した。 
日本の 2010 年国勢調査に基づくジオデモ

グラフィクスの作成に関して、エクスペリア
ン・ジャパンと連携して、商業用ジオデモグ
ラフィクス「Mosaic Japan」の構築に専門的
知識を提供した。また、投入変数から、分析
手法をすべて公開する研究用ジオデモグラ
フィクスの開発を行った。その成果の一部は、
2013 年 11 月に科学未来館で開催された G 空
間エキスポ 2013 での（一社）地理情報シス
テム学会主催のシンポジウムにおいて発表
した。また、小地域レベルでの社会格差、外
国人居住なども実施した。 
さらに、京都府と連携して、1991 年事業所

統計から、1996 年、2001 年、2006 年事業所・
企業統計、2009 年経済センサスの個票データ
（空間単位は、調査区と町丁目）を用いた小
分類レベルでのGIS化を実施した。その結果、



調査区や町丁目の空間単位の変化や標準産
業分類の変更などにより、小地域レベルでの
経年変化は極めて難しいことが明らかとな
った。また、2010 年近畿圏パーソントリップ
調査と 2000 年京阪神大都市圏パーソントリ
ップ調査の個票データを入手し、国勢調査デ
ータとの接合を検討した。 
 2014 年度は、昨年度に検討した京都府の
2009 年経済センサスに関して、調査区や町
丁・大字などでは精確な位置を特定できない
ために、地番を含む住所データをもった個票
データを入手し、アドレスマッチングを施し
て事業所をポイントデータとして特定した。
その結果、京都府と連携しながら駅勢圏
（500m 圏）などの任意の空間単位での集計が
可能となった。そこで、京都府内の全ての鉄
道駅の 500m 圏内と 1km 圏内の産業小分類別
での事業所数と従業者数の分布を明らかに
した。合わせて、京都府の 2000 年と 2010 年
国勢調査と 2001 年の集計を可能とするシス
テムを構築した。 
また、町丁目単位での居住者特性の地区累

計のジオデモグラフィクスを用いた応用研
究として、京都市の空き家調査や、耐震補強
支援事業などの町丁目別データと住民属性
の関係を明らかにし、公的分野でのジオデモ
グラフィクス研究の展開を試みた。さらに、
官庁統計を駆使しながら、外国人居住や大学
移転に伴う、学生の居住地選択に関する研究
も実施した。 
2015 年度は、エクスペリアン・ジャパン

（株）で開発した日本の商業ジオデモグラフ
ィクスである「モザイク・ジャパン 2015」を
活用した、ジオデモグラフィクス研究（犯罪、
教育、PT 調査など）を展開することができた。
また、2 月には、英国とアイルランドからジ
オデモグラフィクスの先端的研究者 4 名
(Paul Longley, Richard Harris, Chris 
Brunsdon、Martin Charlton）を招聘し、研
究会や講演会を実施し、最新の研究動向を公
開するとともに、今後の共同研究の展開につ
いて議論することができた。 
今後の課題としては、エリアマーケット分

野における顧客リストや、耐震補強などの行
政関連データを用いた、小地域レベルでの官
庁統計を活用した応用研究を今後も推進す
るとともに、これらの成果をまとめた書籍の
出版などを検討したい。 
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